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◼ 設立：2001年7月 富士通(株)のベンチャー起業制度により創業

検索技術を中核に、企業におけるナレッジマネジメントを支える

ソフトウェアやサービスを開発。

◼ 代表取締役社長 進藤達也 博士（情報科学）  

知識を集めて繋いで活用して
わくわくクリエイティブな組織づくりに

ITで貢献します

主力商品
SolutionDesk ナレッジ×AIによる問題解決システム(ナレッジ活用IT)
TanQlo 業務検索プラットフォーム

アクセラテクノロジ株式会社 ご紹介
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セッション1

デザインレビューとその現状

©Accela Technology Corp.



製品開発とデザインレビュー
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デザインレビュー

FTA/FMEA手法を併用
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上流工程での対策が必要！
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設計変更の自由度 品質・コストの確定度

企画 製品設計 工程設計 製造

80%

0%

100%

出典:日野三十四「実践 エンジニアリング・チェーン・マネジメント:IoTで設計開発革新」
©Accela Technology Corp.
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過去に発生した問題が….

70％

出典:「富士通株式会社 宮澤秋彦 2018.1.18 ネプコンジャパン基調講演資料
(日・中･韓 リーデイング企業のモノづくり革新)を弊社にて加筆」

製品開発・製造の現場では…

©Accela Technology Corp.



デザインレビューの役割
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セッション2

デザインレビューのポイントと課題
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１．レビューに抜け漏れが無いこと

- 専門的な知見によるレビュー

- 複数人の知見を集約

２．合否判断を明確に

３．全てのレビュー指摘事項に対応

デザインレビューの重要な3ポイント

- 知見の共有・理解

©Accela Technology Corp.



場所/時間/人の壁により、質の高いレビューが難しい

デザインレビューに抜け漏れが発生する要因：3つの壁
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習熟度の壁

場所の壁

時間の壁

ベテラン 新人

第1事業所

AM出張 PM会議

第2事業所
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レビューの記述に差があり、何をやればいいか不明

合否判定が明確にならない要因：人による違い
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製品αは×の懸念があるから

下流の設計時に◇が

考えられている必要あり。

製品βは▲で過去に

問題があった

Aさん

Bさん

Aさんのは分かった。

Bさんは何をすれば

いいんだ？

設計者

©Accela Technology Corp.



指摘事項が管理しきれておらず、対応の漏れが発生する

レビュー指摘事項が反映されない：管理漏れ
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AとBに対応でき
たから完成だ！

指摘A 指摘B

あとから出て
きた指摘C

指摘Aと指摘Bの考え
が盛り込まれた設計書

指摘Aに関連
した指摘A’

©Accela Technology Corp.
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必要な人のDR参加が困難

レビュワーの熟練度により、記述内容や
合否判断の内容に差が出る

複数の指摘事項を管理しきれていない

ナレッジマネジメントの視点でのレビューの課題のまとめ

©Accela Technology Corp.
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セッション3

課題を解決するために

©Accela Technology Corp.
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ご提案 開発プロセス改善のススメ！

今までの開発プロセス(属人化、設計者個人に依存)

↓

現場の知を生かす新たな開発プロセスを定義

©Accela Technology Corp.
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ご提案 開発プロセス改善のススメ！

新しいプロセスを定義

新しいプロセスの
内容を教育

DRを支援する道具
(ツール)の活用

DRの規定を作成

進め方

©Accela Technology Corp.
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ご提案の概要

レビューの抜け漏れを無くす

合否判断を明確にする

全ての指摘事項に対応できる

プロセスに組み込む

©Accela Technology Corp.



ナレッジベース
18

過去の知見の共有

ナレッジベース

過去トラ

対応履歴
レビュー結果の管理

レビュワーの知識底上げ & レビュー結果の管理徹底を実現

合否判断を明確化、全ての指摘事項に対応（知識の底上げも）

©Accela Technology Corp.

AI

レビュー
コメント



ナレッジ活用のAIサポート例
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AIによるナレッジ活用

■ ドリルダウンやキーワードでナレッ
ジを絞り込むことで、より詳細にナ
レッジを指定して回答させることが
可能です。

■ 登録されているナレッジの内容を基
に、AIが質問に回答してくれます。

■ 自分でナレッジを探すのが面倒でも、
AIがナレッジを探すためのパ―ト
ナーとして活躍してくれます。

■ お客様に回答するときの回答の原案
や、報告書に記載する内容など、AI
がナレッジを基に案を作成してるた
め、文書を考える仕事を大幅に削減
出来ます。
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【参考】FTA、FMEAなどの分析手法活用

FMEAの例

FTAの例ナレッジベース

過去トラ

対応履歴

©Accela Technology Corp.
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セッション4

事例紹介

©Accela Technology Corp.



事例① U社様 過去トラ活用による設計不良低減の実現
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①情報をナレッジベースで一元管理し、
既存の区分で分類することで検索性を向上。

②レビュー結果を同一のフォーマットで記述
することで、判断基準を明確化。
レビューが対応済みであるかステータス管理。

③新人が1か月、2か月、3か月目で知って
おきたい業務マニュアルやルール、過去トラ
をそれぞれ分類して管理。

導入のポイント

導入前の課題
①複数のシステムで情報を管理しているため、
業務で必要な情報をそろえるのに時間がかかる。

②折角デザインレビューを行うのだが、対応の
漏れが発生してしまい、品質低下を招く。

③教育のために必要な情報が散在しており、
人によって教育する内容がバラバラとなる。
結果、新人の知識に差が出てしまう。

業務イメージ
設計部門

ナレッジベース

過去トラ
設計ルール
業務マニュアル

Access

過去トラ

設計書
レビュー結果

担当者
ポータル

過去トラ
設計ルール

確認

フォルダ

業務マニュアル
過去の設計書

フォルダ

設計書

設計

レビュー

管理者

フォルダ

レビュー結果
（Excel）

設計部門(新人教育・勉強会)

新人 教育担当

©Accela Technology Corp.



事例② F社様 過去トラ活用による設計不良低減の実現
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①過去トラをタグ、キーワード検索ができる
ようにしたことで、再利用性の向上

②過去トラから設計のチェック項目を洗い
出すことで、抜け漏れの無い確認ができ、
不具合の再発の防止

③他部門の関係者とのDRにおいて、
必要な知見をもつメンバーの参加を
確実に出来るようにした

導入のポイント

導入前の課題
①既存の品質管理システムに過去の設計レビュー
などが登録されているが、活用できていない

②設計の確認漏れにより、過去と同様の不具合が
再発している

③設計に時間をかかりすぎているため、製品の
品質向上や不具合の未然防止対策を行えて
いない

業務イメージ

設計部門

ナレッジベース

過去トラ
(品質報告書
不具合報告書)
設計レビュー

確認

チェックシート

個人フォルダ

過去トラ

チェックシート

担当者

品質管理システム

過去トラ
(品質報告書、
不具合報告書)
設計レビュー

確認(不足分)

過去トラ
の確認

生産技術・
製造・品質
保証部門

関係者

設計
レビュー

出力

記入 確認

登録

©Accela Technology Corp.
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セッション5

デザインレビューのデモ

©Accela Technology Corp.
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ナレッジベース
SolutionDesk

ナレッジ活用ソリューション

ナレッジの活用ソリューション

©Accela Technology Corp.



26

ナレッジベースのデモ

©Accela Technology Corp.
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セッション6

アクセラテクノロジの取り組み

©Accela Technology Corp.
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ツール提供と伴走型サービスの両輪でご支援

©Accela Technology Corp.

AI搭載ナレッジベース 伴走支援サービス

AI
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ナレッジ×AI 伴走支援サービス

ナレッジ×AIを現場に定着させ、業務変革を持続的に支援します

■業務革新AI導入テンプレート
・ ゼロから作らない導入方式
・ 短期間で「貴社仕様」へ最適化
・段階的かつ柔軟な導入・拡張性

■継続的な伴走支援体制
・継続的な運用サポートと現場の実行力向上
・属人化防止とリスクの解消
・人材育成とノウハウの蓄積
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ナレッジ×AI 達人シリーズ

©Accela Technology Corp.

当社ITツール「SolutionDesk」とコンサルティングによって、お客様が各業務で
蓄積されたナレッジから、AＩを通じて必要な情報を引き出し、組織内の自己解決
能力を向上させて生産性と効率性を高め、企業の持続的な成長を支えます。

達人シリーズとは？
ナレッジマネジメントによる業務改善に成功したお客様の運用をテンプレートとして、業務に
合わせた改善パターンをご提案。結果を出すための導入方法です。

顧客応対力向上ナレッジ

ヘルプデスクの達人

設計品質向上ナレッジ

設計の達人

従業員の自己解決ナレッジ

社内ヘルプデスクの達人

現場トラブル解決ナレッジ

メンテナンスの達人

グローバル展開サポートナレッジ

海外拠点サポートの達人

業務負担軽減ナレッジ

医師の働き方改革の達人

生産品質向上ナレッジ

生産の達人

Ⓡ
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SolutionDeskの費用感

©Accela Technology Corp.

エントリー スタンダード プレミアム

概要 少人数および少ない部門での利用向け 全社展開を見据えた大規模利用向け ホームページへのナレッジ公開など高度
な利用向けエディション

利用料
（年契約）

1ユーザーあたり2,000円/月
基本料80,000円/月※AI使い放題込み

1ユーザーあたり3,000円/月
基本料120,000円/月※AI使い放題込み

1ユーザーあたり4,000円/月
基本料160,000円/月※AI使い放題込み

主な用途 案件管理やナレッジ×AIの業務活用が可
能です。

エントリーでご利用可能な機能に加え、
社内の各部門をサービスデスク化し、全
社的に活用を推進するプロジェクトを制
限無く作成可能となります。

スタンダードでご利用可能な機能に加え、
ホームページ上でのFAQ公開やチャット
ボット(ナレッジロボ)を利用可能です。



SolutionDeskワークショップ
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ワークショップでは…
• AI経由でナレッジを参照した時の、具体的な回答を確認できます
• 参照するナレッジをキーワード検索やドリルダウンで絞り込んだ際の回答の違いを確認できます
• プロンプトの共有や活用の仕方をご紹介、プロンプトの工夫による回答の違いを確認できます



©Accela Technology Corp. 掲載されている会社名、製品名、サービス名、ロゴマークなどは、該当する企業もしくは組織の商標または登録商標です。
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